
第

四

章

（

保

讐

方

法

）

算

十

四

条

当

会

社

は

、

受

寄

物

を

入

庫

当

時

の

荷

姿

の

ま

ま

当

会

社

が

定

め

た

方

法

に

よ

り

保

管

す

る

。

2
当

会

社

は

、

寄

託

者

の

承

諾

を

得

ず

に

、

受

寄

物

の

入

庫

当

事

の

保

管

箇

所

又

は

保

管

殷

備

の

変

更

、

受

寄

物

の

積

換

、

他

の

貨

物

と

の

混

置

そ

の

他

保

管

方

法

の

変

更

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

特

約

が

あ

る

場

合

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

。

（

再

寄

託

）

算

十

五

条

当

会

社

は

、

や

む

を

得

な

い

事

由

が

あ

る

と

き

は

、

寄

託

者

の

承

諾

を

得

な

い

で

、

当

会

社

の

費

用

で

他

の

倉

庫

業

者

に

受

寄

物

を

再

寄

託

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

渥

合

保

讐

）

算

十

六

条

当

会

社

は

、

関

係

寄

託

者

の

承

諾

を

得

て

、

＿

つ

の

倉

庫

又

は

同

一

の

保

管

場

所

若

し

く

は

保

管

地

に

お

け

る

多

数

の

倉

庫

に

お

い

て

、

種

類

及

び

品

質

の

同

一

な

受

寄

物

を

混

合

保

管

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

証

書

又

は

通

帳

の

交

付

）

欝

十

三

条

当

会

社

は

｀

受

寄

物

に

対

し

て

、

寄

託

者

の

請

求

が

あ

っ

た

と

き

は

、

貨

物

保

管

証

書

（

以

下

「

証

書

」

と

い

う

。

）

又

は

保

管

貨

物

通

帳

（

以

下

「

通

帳

J

と

い

う

。

）

を

交

付

す

る

こ

と

が

あ

る

e

2
前

項

の

証

書

及

び

通

帳

は

、

該

渡

し

た

り

又

は

担

保

に

供

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

受
寄
物
の
保
管

第

章

（

寄

託

引

受

の

鯛

隕

）

貫

七

条

当

会

社

は

、

次

の

場

合

に

は

｀

寄

託

の

引

受

を

し

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

田

当

該

寄

託

の

申

込

が

こ

の

約

款

に

よ

ら

な

い

と

き

。

②

当

店

貨

物

が

危

険

貨

物

、

変

質

又

は

損

傷

し

や

す

い

貨

物

、

荷

造

の

不

完

全

な

貨

物

そ

の

他

保

管

に

適

し

な

い

貨

物

と

認

め

ら

れ

る

と

き

。

図

当

該

貨

物

の

保

管

に

遍

す

る

設

錆

が

な

い

と

き

。

囚

当

該

貨

物

の

保

管

に

関

し

特

別

の

負

担

を

求

め

ら

れ

た

と

き

。

固

当

該

貨

物

の

保

管

が

法

令

の

規

定

又

は

公

序

良

俗

に

違

反

す

る

と

き

。

固

そ

の

他

や

む

を

得

な

い

事

由

が

あ

る

と

き

．

（

害

託

申

込

書

）

算

八

条

寄

託

者

は

、

貨

物

の

寄

託

に

際

し

、

当

該

貨

物

に

関

し

て

次

の

事

項

を

記

載

し

た

寄

託

申

込

書

を

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

山

貨

物

の

種

類

．

品

質

．

数

量

及

び

荀

造

の

種

類

、

値

数

並

び

に

記

号

②

寄

託

者

の

住

所

及

び

氏

名

又

は

名

称

131
保

管

場

所

及

び

保

管

期

間

を

定

め

た

と

き

は

．

そ

の

旨

囚

貨

物

の

寄

託

申

込

当

時

の

価

額

固

貨

物

の

保

管

又

は

荷

役

上

特

別

の

注

意

を

要

す

る

と

き

は

、

そ

の

旨

矧

そ

の

他

必

要

な

事

項

2
当

会

社

が

寄

託

申

込

前

に

貨

物

の

送

致

を

受

け

た

場

合

に

お

い

て

、

当

核

貨

物

の

寄

託

を

引

き

受

け

た

と

き

は

、

寄

託

者

は

、

当

会

社

が

送

致

を

受

け

た

日

の

日

付

に

よ

り

寄

託

申

込

書

を

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

は

、

寄

託

契

約

は

、

送

致

の

日

か

ら

効

力

を

生

じ

た

も

の

と

み

な

す

。

3
当

会

社

は

．

寄

託

者

が

寄

託

申

込

書

を

提

出

し

な

い

た

め

、

寄

託

申

込

書

に

記

載

す

べ

き

事

項

を

記

載

し

な

い

た

め

、

又

は

寄

託

申

込

書

に

記

載

し

た

事

項

が

事

実

と

相

違

す

る

た

め

生

じ

た

損

害

に

つ

い

て

は

責

任

を

負

わ

な

い

。

（

寄

託

I

i

i

額

）

算

九

条

受

寄

物

の

価

額

が

明

示

さ

れ

な

い

と

き

又

は

寄

託

の

申

込

に

際

し

て

明

示

さ

れ

た

受

寄

物

の

伍

額

を

当

会

社

が

不

相

当

と

認

め

る

と

き

は

、

当

会

社

は

、

貨

物

の

引

渡

を

受

け

た

後

遅

滞

な

く

相

当

と

認

め

ら

れ

る

額

を

そ

の

価

額

と

定

め

、

寄

託

者

に

対

し

て

そ

の

旨

を

通

知

す

る

。

（

賃

物

の

引

渡

）

第

十

条

当

会

社

が

寄

託

の

申

込

を

承

諾

し

た

と

き

は

、

寄

託

申

込

者

は

、

約

定

の

日

時

に

約

定

の

場

所

で

貨

物

を

引

き

渡

さ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

2
当

会

社

は

、

貨

物

の

引

渡

を

受

け

た

と

き

は

、

寄

託

者

の

請

求

に

よ

り

、

貨

物

受

領

書

又

は

入

庫

通

知

書

を

交

付

す

る

。

（

寄

託

引

受

の

取

消

及

び

寄

託

契

約

の

解

隙

）

寛

十

一

条

当

会

社

が

寄

託

の

申

込

を

承

諾

し

又

は

寄

託

の

申

込

を

承

諾

し

た

貨

物

の

引

渡

を

受

け

た

後

で

も

、

次

の

事

由

が

あ

る

と

き

は

、

承

諾

を

取

り

消

し

又

は

契

約

を

解

除

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

山

第

七

条

各

号

の

1
に

該

当

す

る

こ

と

が

明

ら

か

に

な

っ

た

と

き

。

図

前

条

第

1
項

に

よ

る

貨

物

の

引

渡

が

な

さ

れ

な

か

っ

た

と

き

。

図

当

絃

貨

物

の

伍

額

が

そ

の

保

管

料

そ

の

他

の

費

用

に

潰

た

な

く

な

っ

た

と

き

．

囚

寄

託

者

が

正

当

な

事

由

が

な

く

受

寄

物

の

検

査

を

拒

絶

し

た

と

き

．

2
寄

託

者

が

当

会

社

に

貨

物

を

引

き

渡

し

た

後

、

当

会

社

が

前

項

に

よ

り

契

約

を

解

除

し

た

と

き

は

、

寄

託

者

は

、

遅

滞

な

く

保

管

料

、

荷

役

料

、

立

替

金

そ

の

他

の

費

用

を

支

払

い

、

当

会

社

が

指

定

す

る

期

間

内

に

貨

物

を

引

き

取

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

3
当

会

社

は

、

第

1
項

に

よ

り

承

諾

の

取

消

又

は

契

約

の

解

除

を

し

た

こ

と

に

よ

る

損

害

に

つ

い

て

は

、

責

任

を

負

わ

な

い

。

4
当

会

社

は

、

第

2
項

の

期

間

の

経

過

し

た

後

は

、

貨

物

に

つ

い

て

生

じ

た

損

害

に

つ

い

て

責

任

を

負

わ

な

い

，

（

受

寄

物

の

検

査

）

算

十

二

条

当

会

社

は

、

入

庫

に

当

り

又

は

受

寄

の

後

に

、

寄

託

者

の

承

店

を

得

て

、

寄

託

者

の

費

用

に

お

い

て

受

寄

物

の

全

部

又

は

一

部

に

つ

い

て

そ

の

内

容

を

検

査

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

承

店

を

求

め

る

い

と

ま

の

な

い

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

e

第

章

証

書

及

び

通

帳

第

一

章

（

本

約

款

の

遍

用

）

算

一

彙

当

会

社

の

締

結

す

る

寄

託

、

寄

託

の

予

約

及

び

こ

れ

ら

に

関

連

す

る

契

約

に

つ

い

て

は

、

の

約

款

に

定

め

る

と

こ

ろ

に

よ

る

。

2
こ

の

約

款

に

規

定

し

て

い

な

い

事

項

に

つ

い

て

は

、

法

令

及

び

慣

習

に

よ

る

。

（

営

婁

峙

間

及

び

休

集

日

）

貫

二

彙

当

会

社

の

営

業

時

間

は

、

午

前

時

か

ら

午

後

時

ま

で

と

す

る

。

2
当

会

社

の

休

業

日

は

、

国

民

の

祝

日

、

日

曙

日

及

び

営

業

地

慣

行

の

休

日

と

す

る

。

3
前

2
項

の

営

業

時

間

及

び

休

業

日

は

、

臨

時

に

変

更

す

る

こ

と

が

あ

る

。

（

庫

入

、

庫

出

そ

の

他

の

作

集

）

欝

ー

ー

一

条

貨

物

の

庫

入

及

び

庫

出

そ

の

他

の

作

業

は

、

す

べ

て

当

会

社

が

行

な

う

．

た

だ

し

、

当

会

社

が

特

に

承

認

し

た

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

．

（

書

i

i

i

に

よ

る

意

息

表

示

）

算

四

条

当

会

社

は

、

寄

託

者

が

当

会

社

に

対

し

て

通

知

、

指

図

そ

の

他

意

思

表

示

を

行

な

う

と

き

は

、

書

面

に

よ

る

こ

と

を

要

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

通

知

、

催

告

）

璽

五

条

寄

託

者

は

、

そ

の

住

所

又

は

氏

名

若

し

く

は

名

称

を

変

更

し

た

と

き

は

、

遅

滞

な

く

当

会

社

に

通

知

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

2
当

会

社

の

寄

託

者

に

対

す

る

通

知

又

は

催

告

は

、

当

該

寄

託

者

を

知

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

き

、

又

は

そ

の

所

在

を

知

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

き

は

、

民

法

第

九

十

七

条

の

2
に

定

め

る

方

法

に

よ

り

行

な

う

こ

と

が

で

き

る

。

（

業

務

上

受

鑽

す

る

金

銭

の

利

息

）

第

六

条

当

会

社

は

、

業

務

上

受

け

取

っ

た

金

銭

に

対

し

て

は

、

利

息

を

付

け

な

い

寄
託
の
引
受
及
び
受
寄
物
の
入
庫

目

第第第第 第第第第第

九 八 七六五四三ニ一次

章章章章章章章章章

給

則

（

第

一

条

1第
六

条

）

寄

託

の

引

受

及

び

受

託

物

の

入

庫

（

第

七

条

1第
十

二

条

）

証

書

及

び

通

帳

（

第

十

三

条

）

受

寄

物

の

保

管

（

第

十

四

条

1第

二

十

条

）

受

寄

物

の

出

庫

（

第

二

十

一

条

1第
二

十

匹

条

）

引

取

の

な

い

受

寄

物

の

処

置

（

第

二

十

五

条

1第
二

十

八

条

）

受

寄

物

の

損

害

保

険

（

第

二

十

九

条

1第
三

十

三

条

）

受

寄

物

の

損

害

賠

償

（

第

三

十

四

条

1第
四

十

三

条

）

保

管

料

、

荷

役

料

、

手

数

料

等

（

第

四

十

四

条

1第
四

十

七

条

）

特

約

条

項

（

第

一

条

1第
十

条

）

総

則

倉

庫

寄

託

約

款

（

乙

）

昭

和

三

十

匹

年

十

二

月

十

四

日

港

倉

第

百

八

十

一

号

改

正

昭

和

五

十

六

年

三

月

四

日

港

倉

第

十

一

号

〈

火

災

保

陰

の

付

保

）

第

二

十

九

条

当

会

社

は

、

反

対

の

意

思

表

示

が

な

い

限

り

、

寄

託

者

の

た

め

に

受

寄

物

を

当

会

社

が

適

当

と

す

る

保

険

者

の

火

災

保

険

に

付

け

る

。

た

だ

し

．

他

の

倉

庫

業

者

に

再

寄

託

し

た

受

寄

物

に

つ

い

て

は

、

そ

の

再

寄

託

を

受

け

た

倉

庫

業

者

が

そ

の

適

当

と

す

る

保

険

者

の

火

災

保

険

に

付

け

る

も

の

と

す

る

。

2
受

寄

物

の

火

災

保

険

に

関

す

る

事

項

は

、

す

べ

て

当

会

社

（

再

寄

託

を

し

た

受

寄

物

に

つ

い

て

は

、

そ

の

再

寄

託

を

受

け

た

倉

庫

業

者

を

い

う

。

以

下

第

三

十

一

条

ま

で

同

じ

。

）

と

保

険

者

と

の

特

約

に

よ

る

。

3
当

会

社

は

、

寄

託

者

に

告

知

し

な

い

で

、

保

険

者

を

変

更

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

火

災

保

験

金

額

及

び

一

部

出

庫

に

よ

る

減

額

）

璽

三

十

条

当

会

社

が

前

条

第

1
項

に

よ

り

受

寄

物

に

つ

い

て

締

結

す

る

火

災

保

険

契

約

の

保

険

金

額

は

、

受

寄

物

の

寄

託

価

額

と

す

る

c

2
火

災

保

険

に

付

け

た

受

寄

物

の

一

部

を

出

庫

し

た

と

き

は

、

そ

の

割

合

に

応

じ

て

保

険

金

額

を

減

額

す

る

。

（

損

害

て

ん

檜

額

の

決

定

）

第

三

十

一

条

寄

託

者

は

｀

寄

託

物

が

り

災

し

た

場

合

に

、

り

災

当

時

の

価

格

及

び

損

害

の

程

度

並

び

に

損

害

て

ん

補

額

を

保

険

者

と

決

定

す

る

に

際

し

て

は

、

そ

れ

ぞ

れ

の

金

額

に

つ

い

て

当

会

社

の

承

認

を

得

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

c

2
前

項

の

決

定

を

す

る

に

あ

た

っ

て

、

寄

託

者

に

異

議

が

あ

っ

て

保

険

者

と

協

遵

が

整

わ

な

い

と

き

は

、

当

会

社

は

、

保

険

者

と

協

議

決

定

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

火

災

景

験

倉

の

支

払

手

緩

）

第

三

十

二

条

寄

託

者

は

、

当

会

社

を

経

由

し

て

火

災

保

険

金

の

支

払

い

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

告

知

●

務

違

反

響

に

よ

る

損

害

の

負

担

）

第

三

十

三

条

寄

託

者

が

火

災

保

険

契

約

の

効

力

に

関

し

て

影

響

を

及

ぼ

す

よ

う

な

事

項

を

告

知

せ

ず

若

し

く

は

不

実

の

告

知

を

し

た

こ

と

に

よ

っ

て

生

じ

た

損

害

は

、

寄

託

者

の

負

担

と

す

る

。

第

八

章

受

寄

物

の

損

害

賠

償

（

責

任

の

始

期

及

び

終

期

）

第

六

章

（

引

取

の

請

求

）

第

二

十

五

条

当

会

社

は

、

保

管

期

間

満

了

の

後

に

、

寄

託

者

に

対

し

、

受

寄

物

の

引

取

を

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

2
前

項

の

請

求

は

、

一

定

の

日

ま

で

に

引

取

が

な

さ

れ

な

い

と

き

は

引

取

を

拒

絶

し

た

も

の

と

み

な

す

旨

を

付

記

し

て

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

供

託

）

第

二

十

六

条

寄

託

者

が

寄

託

物

を

受

け

取

る

こ

と

を

拒

み

若

し

く

は

受

け

取

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

き

又

は

当

会

社

の

過

失

な

く

し

て

寄

託

者

を

確

知

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

と

き

は

、

当

会

社

は

、

そ

の

受

寄

物

を

供

託

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

2
前

項

の

規

定

に

よ

り

受

寄

物

を

供

託

し

た

と

き

は

、

遅

滞

な

く

そ

の

旨

を

寄

託

者

に

通

知

す

る

。

た

だ

し

、

寄

託

者

を

確

知

で

き

な

い

と

き

は

、

そ

の

限

り

で

な

い

。

（

競

売

）

算

二

十

七

条

当

会

社

は

、

前

条

第

1
項

の

場

合

に

お

い

て

、

寄

託

者

に

対

し

て

期

限

を

定

め

て

受

寄

物

の

引

取

の

催

告

を

し

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

そ

の

期

限

内

に

引

取

が

な

さ

れ

な

い

と

き

は

｀

そ

の

受

寄

物

を

民

事

執

行

法

に

定

め

る

手

続

に

よ

り

競

売

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

2
前

項

の

規

定

に

よ

り

受

寄

物

を

競

売

し

た

と

き

は

、

遅

滞

な

く

そ

の

旨

を

寄

託

者

に

通

知

す

る

。

た

だ

し

、

寄

託

者

を

確

知

で

き

な

い

と

き

は

、

こ

の

限

り

で

な

い

C

（

任

重

売

却

）

第

二

十

八

条

当

会

社

は

、

第

二

十

六

条

第

1
項

の

場

合

に

お

い

て

、

寄

託

者

に

対

し

て

期

限

を

定

め

て

受

寄

物

の

引

取

の

催

告

を

し

た

に

も

か

か

わ

ら

ず

、

そ

の

期

限

内

に

引

取

が

な

さ

れ

ず

、

か

つ

、

次

の

事

由

が

亮

生

し

た

と

き

は

、

艘

売

に

代

え

て

寄

託

者

の

危

険

及

び

費

用

で

任

意

に

受

寄

物

を

売

却

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

は

、

当

会

社

は

、

知

れ

た

る

寄

託

者

に

対

し

て

あ

ら

か

じ

め

そ

の

旨

及

び

売

却

の

期

日

を

予

告

す

る

。

Ill
受

寄

物

の

価

格

が

保

管

料

そ

の

他

の

費

用

及

び

競

売

費

用

を

加

え

た

額

に

満

た

な

い

と

き

。

図

受

寄

物

が

損

敗

す

る

お

そ

れ

が

あ

る

と

き

。

2
当

会

社

は

、

前

項

に

よ

り

任

意

売

却

し

た

受

寄

物

の

代

価

か

ら

保

管

料

、

荷

役

料

、

そ

の

他

の

費

用

、

立

替

金

、

延

滞

金

及

び

任

意

売

却

の

た

め

に

要

し

た

費

用

を

控

除

し

た

後

、

そ

の

残

額

を

寄

託

者

に

支

払

う

。

第

七

章

受

寄

物

の

損

害

保

険

第

五

章

（

出

庫

手

饒

）

第

二

十

一

条

証

書

に

よ

り

寄

託

物

を

出

庫

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

証

書

に

指

定

さ

れ

た

事

項

を

記

入

し

て

｀

記

名

押

印

の

う

え

｀

当

会

社

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

2
証

書

の

亮

行

さ

れ

て

い

な

い

寄

託

物

を

出

庫

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

貨

物

受

取

証

を

当

会

社

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

通

帳

の

発

行

さ

れ

て

い

る

と

き

は

，

あ

わ

せ

て

通

帳

も

提

出

す

る

も

の

と

す

る

。

3
当

会

社

は

、

寄

託

者

が

寄

託

物

を

第

三

者

に

対

し

て

債

権

の

担

保

に

供

し

た

と

き

は

、

出

庫

の

請

求

に

関

し

、

そ

の

第

三

者

と

前

2
項

の

規

定

と

異

な

る

特

約

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

出

暉

の

拒

絶

）

算

二

十

二

条

当

会

社

は

、

保

管

料

、

荷

役

料

、

そ

の

他

の

費

用

、

立

替

金

及

び

延

滞

金

の

支

払

を

受

け

な

い

間

は

、

出

庫

の

請

求

に

応

じ

な

い

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

｀

出

庫

の

請

求

に

応

じ

な

い

こ

と

に

よ

る

損

害

に

つ

い

て

は

、

当

会

社

は

、

そ

の

責

任

を

負

わ

な

い

C

2
前

項

の

場

合

に

お

い

て

、

留

置

翔

間

中

の

保

管

料

、

荷

役

料

、

そ

の

他

の

費

用

｀

立

替

金

及

び

延

滞

金

は

、

寄

託

者

の

負

担

と

す

る

。

（

一

郡

の

出

庫

の

拒

絶

）

第

二

十

三

条

当

会

社

が

必

要

と

認

め

た

と

き

は

、

受

寄

物

の

一

部

の

出

庫

を

拒

絶

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

出

庫

手

織

済

書

託

物

の

引

取

と

出

庫

書

類

の

漬

通

禁

止

）

第

二

十

四

条

寄

託

物

に

つ

き

出

庫

の

手

続

を

し

た

寄

託

者

は

、

遅

滞

な

く

そ

の

貨

物

を

引

き

取

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

2
当

会

社

の

出

庫

指

図

書

、

出

庫

伝

票

、

出

庫

依

頼

書

そ

の

他

の

出

庫

に

関

す

る

書

類

は

、

譲

渡

し

た

り

又

は

担

保

に

供

す

る

こ

と

が

で

き

な

い

。

引
取
の
な
い
受
寄
物
の
処
置

受
寄
物
の
出
庫

2
当

会

社

は

｀

1
人

の

寄

託

者

に

対

し

｀

他

の

寄

託

者

の

同

意

な

く

し

て

、

混

合

保

管

し

た

受

寄

物

の

中

か

ら

当

該

寄

託

者

の

寄

託

に

係

る

も

の

と

同

＿

数

量

の

も

の

を

返

還

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

3

前

項

の

規

定

は

、

寄

託

者

の

1
人

が

自

己

の

寄

託

に

係

る

数

量

の

受

寄

物

を

特

定

保

管

に

転

換

す

る

と

き

に

準

用

す

る

。

（

保

管

謂

Ill)

第

十

七

条

受

寄

物

の

保

管

期

間

は

、

3
ヵ

月

と

し

、

受

寄

物

を

入

庫

し

た

日

か

ら

起

算

す

る

。

2
前

項

の

保

管

翔

間

は

、

当

会

社

の

承

認

を

得

て

更

新

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

に

お

い

て

、

寄

託

者

は

、

保

管

期

間

満

了

の

日

ま

で

の

保

管

料

、

荷

役

料

、

そ

の

他

の

費

用

｀

立

替

金

及

び

廷

滞

金

を

支

払

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

3
第

1
項

の

保

管

期

間

は

、

特

約

に

よ

り

、

別

に

定

め

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

寄

託

価

襲

の

責

更

）

寛

十

八

条

寄

託

者

は

、

寄

託

物

の

価

格

に

著

し

い

変

動

が

あ

っ

た

と

き

は

、

遅

滞

な

く

寄

託

価

額

の

変

更

を

申

し

出

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

こ

の

場

合

、

証

書

又

は

通

帳

の

発

行

さ

れ

た

寄

託

物

に

つ

い

て

は

、

同

時

に

こ

れ

を

提

出

す

る

も

の

と

す

る

。

2
当

会

社

は

、

受

寄

物

の

寄

託

価

額

が

不

相

当

と

認

め

ら

れ

る

に

至

っ

た

と

き

は

、

寄

託

者

と

協

議

の

う

え

、

相

当

と

認

め

ら

れ

る

価

額

に

変

更

す

る

こ

と

が

で

き

る

c

（

保

管

不

遍

貨

物

の

墨

置

）

舅

十

九

彙

当

会

社

は

、

受

寄

物

が

次

の

事

由

に

該

当

す

る

と

き

は

、

寄

託

者

に

対

し

て

、

相

当

の

期

間

を

定

め

て

適

宜

の

処

置

を

す

る

よ

う

に

催

告

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

こ

の

場

合

、

寄

託

者

は

、

遅

滞

な

く

処

置

を

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。Ill
受

寄

物

が

保

管

に

適

し

な

く

な

っ

た

と

認

め

ら

れ

る

と

き

．

図

受

寄

物

が

倉

庫

又

は

他

の

受

寄

物

に

損

害

を

与

え

る

お

そ

れ

が

あ

る

と

き

。

③

そ

の

他

や

む

を

得

な

い

事

由

に

よ

り

受

寄

物

の

保

管

を

継

続

す

る

こ

と

が

で

き

な

く

な

っ

た

と

き

。

2
寄

託

者

が

当

会

社

の

定

め

た

閉

間

内

に

前

項

の

催

告

に

応

じ

な

い

と

き

又

は

催

告

を

す

る

い

と

ま

が

な

い

と

き

は

、

当

会

社

は

、

受

寄

物

の

廃

棄

そ

の

他

の

適

{

i

l

の

処

置

を

と

る

こ

と

が

で

き

る

。

3
前

2
項

の

処

置

に

よ

っ

て

生

じ

た

損

害

及

び

そ

れ

に

要

し

た

費

用

は

、

当

会

社

の

責

に

帰

す

べ

き

事

由

に

基

づ

く

場

合

で

な

い

限

り

、

寄

託

者

の

負

担

と

す

る

。

（

見

本

の

鶴

出

、

寄

託

掬

の

点

検

、

保

存

）

第

二

十

条

寄

託

者

が

見

本

の

摘

出

、

寄

託

物

の

点

検

又

は

保

存

に

必

要

な

処

置

を

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

｀

寄

託

を

証

す

る

書

類

を

当

会

社

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

2
見

本

の

摘

出

、

寄

託

物

の

点

検

又

は

保

存

に

必

要

な

処

置

に

よ

り

荷

造

を

き

損

し

又

は

価

格

に

影

響

を

及

ぼ

す

も

の

と

認

め

る

と

き

は

、

当

会

社

は

、

必

要

な

書

類

に

そ

の

旨

を

記

載

す

る

．

3
見

本

の

摘

出

、

寄

託

物

の

点

検

又

は

保

存

に

必

要

な

処

置

で

あ

っ

て

も

、

や

む

を

得

な

い

場

合

に

は

、

こ

れ

を

拒

絶

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

以

上

当

会

社

は

、

保

税

を

目

的

と

す

る

倉

庫

に

保

管

さ

れ

る

受

寄

物

に

つ

い

て

の

寄

託

、

寄

託

の

予

約

及

び

こ

れ

ら

に

関

連

す

る

契

約

に

関

し

て

は

、

つ

ぎ

の

条

項

及

び

関

税

法

の

規

定

に

よ

る

ほ

か

、

倉

庫

寄

託

約

款

を

適

用

す

る

。

（

寄

託

に

襲

す

る

提

出

書

類

）

第

一

条

寄

託

者

は

、

外

国

貨

物

の

寄

託

申

込

書

に

は

、

所

要

の

記

載

事

項

の

ほ

か

に

、

積

載

船

舶

の

名

称

及

び

そ

の

国

籍

並

び

に

入

庫

の

際

に

お

け

る

貨

物

の

検

査

の

要

否

を

記

載

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

入

庫

｀

見

本

の

摘

出

内

容

の

点

検

｀

出

庫

等

）

第

二

条

寄

託

者

は

、

次

の

各

号

に

か

か

げ

る

場

合

に

は

、

税

関

長

の

承

認

書

又

は

許

可

書

を

当

会

社

に

提

出

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

Ill
保

税

倉

庫

に

外

国

貨

物

を

入

庫

す

る

と

き

。

図

外

国

貨

物

の

見

本

の

摘

出

、

内

容

の

点

検

｀

改

装

．

仕

分

そ

の

他

の

手

入

又

は

保

存

に

必

要

な

行

為

を

す

る

と

き

．

131
外

国

貨

物

を

保

税

倉

庫

か

ら

出

庫

す

る

と

き

。

141
日

嘔

日

｀

休

日

又

は

こ

れ

ら

の

日

以

外

の

日

の

税

関

執

務

時

間

外

に

お

い

て

外

国

貨

物

の

取

扱

を

要

す

る

と

き

。

2
前

項

の

規

定

は

｀

輸

入

の

許

可

を

受

け

た

貨

物

又

は

輸

出

し

よ

う

と

す

る

貨

物

に

つ

い

て

準

用

す

る

。

3
前

2
項

に

お

い

て

、

受

寄

物

の

入

庫

｀

出

庫

そ

の

他

の

取

扱

に

つ

い

て

必

要

な

手

続

は

、

寄

託

者

に

お

い

て

行

な

う

も

の

と

す

る

。
（

保

管

期

間

）

第

三

条

当

会

社

は

、

寄

託

を

受

け

た

外

国

貨

物

の

保

管

期

間

が

法

定

蔵

置

翔

間

を

こ

え

る

寄

託

者

の

請

求

に

対

し

て

は

、

こ

れ

を

拒

絶

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

輸

入

手

饒

完

了

撞

の

受

書

物

）

第

四

条

寄

託

者

は

、

外

国

貨

物

の

輸

入

手

続

を

完

了

し

た

と

き

は

、

遅

滞

な

く

寄

託

物

を

引

き

取

ら

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

2
当

会

社

は

、

前

項

に

よ

り

引

取

が

な

さ

れ

な

い

と

き

は

、

寄

託

者

の

費

用

で

受

寄

物

を

保

税

を

目

的

と

し

な

い

倉

庫

に

倉

移

し

を

す

る

こ

と

が

で

き

る

e

3
当

会

社

は

、

第

1
項

に

よ

り

引

取

が

な

さ

れ

な

い

と

き

は

．

寄

託

者

に

通

知

し

て

受

寄

物

の

寄

託

価

額

を

変

更

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

（

収

容

貨

物

の

料

金

）

第

五

条

寄

託

者

は

、

寄

託

物

が

収

容

さ

れ

た

と

き

は

、

当

該

寄

託

物

に

関

す

る

保

管

料

、

荷

役

料

．

立

菩

金

、

延

滞

金

そ

の

他

の

費

用

を

遅

滞

な

く

当

会

社

に

支

払

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

収

容

貨

物

の

公

売

）

第

六

条

収

容

さ

れ

た

受

寄

物

が

公

売

又

は

随

意

売

却

に

付

さ

れ

た

場

合

に

お

い

て

、

そ

の

代

金

が

法

定

費

用

に

充

て

ら

れ

た

後

残

金

の

あ

る

と

き

は

、

当

会

社

は

、

そ

の

残

金

か

ら

保

管

料

、

荷

役

料

、

立

替

金

そ

の

他

の

費

用

及

び

こ

れ

ら

に

対

す

る

延

滞

金

の

支

払

を

受

け

、

な

お

不

足

が

あ

る

と

き

は

、

寄

託

者

に

請

求

す

る

。

2
前

項

の

規

定

は

、

当

会

社

が

寄

託

者

に

対

し

直

接

に

債

権

の

全

額

の

請

求

を

す

る

こ

と

を

さ

ま

た

げ

な

い

e

（

収

容

解

除

手

絨

）

第

七

条

寄

託

者

は

、

収

容

貨

物

の

解

除

を

申

請

し

よ

う

と

す

る

と

き

は

、

あ

ら

か

じ

め

当

会

社

の

承

諾

を

受

け

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。
（

闘

税

の

II供）

第

八

条

寄

託

物

が

亡

失

し

、

又

は

滅

却

さ

れ

て

も

関

税

の

納

付

を

要

す

る

と

き

は

．

寄

託

者

は

、

遅

滞

な

く

当

該

寄

託

物

に

対

す

る

関

税

に

相

当

す

る

金

額

を

当

会

社

に

提

供

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

た

だ

し

、

当

会

社

の

責

に

帰

す

ぺ

き

事

由

に

よ

り

受

寄

物

が

亡

失

し

又

は

滅

却

さ

れ

た

と

き

は

．

提

供

を

受

け

た

金

額

を

返

還

す

る

。

（

葺

漕

金

）

第

九

条

寄

託

者

が

前

条

に

規

定

す

る

提

供

を

怠

っ

た

場

合

に

お

い

て

、

当

会

社

が

寄

託

者

の

負

担

す

べ

き

関

税

を

納

付

し

た

と

き

は

．

納

付

の

日

か

ら

日

歩

4
銭

の

利

息

を

請

求

す

る

。

（

免

責

事

項

）

第

十

条

当

会

社

は

、

次

の

損

害

に

つ

い

て

は

、

責

任

を

負

わ

な

い

。

Ill
税

関

が

行

な

う

検

葦

．

収

容

そ

の

他

の

措

置

に

よ

り

受

寄

物

に

関

し

生

じ

た

損

害

図

税

関

の

収

容

後

、

公

売

そ

の

他

諸

手

続

に

よ

り

寄

託

者

の

受

け

る

こ

と

の

あ

る

損

害

第

九

章

（

料

金

の

支

払

）

第

四

十

四

条

寄

託

者

は

、

当

会

社

が

国

土

交

通

大

臣

に

届

け

出

た

倉

庫

保

管

料

及

び

倉

庫

荷

役

料

並

び

に

そ

の

他

の

費

用

を

当

会

社

の

定

め

た

日

ま

で

に

支

払

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

2
寄

託

者

は

、

証

書

若

し

く

は

通

帳

の

発

行

、

分

割

又

は

書

換

を

請

求

す

る

と

き

は

、

当

会

社

が

国

土

交

通

大

臣

に

届

け

出

た

手

数

料

を

支

払

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

葺

漕

金

）

第

四

十

五

条

寄

託

者

は

、

当

会

社

が

定

め

た

日

ま

で

に

前

条

の

料

金

を

支

払

わ

な

い

と

き

は

、

そ

の

日

の

翌

ll

か

ら

支

払

の

あ

っ

た

日

ま

で

の

日

歩

4
銭

の

延

滞

金

を

支

払

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

料

金

の

麦

更

）

第

四

十

六

条

当

会

社

は

、

届

出

料

金

を

変

更

し

た

と

き

は

、

変

更

さ

れ

た

日

の

属

す

る

翔

か

ら

、

新

料

金

に

よ

り

請

求

す

る

。

（

濠

失

受

寄

物

の

料

金

の

負

担

）

第

四

十

七

条

当

会

社

は

、

受

寄

物

が

滅

失

し

た

と

き

は

、

滅

失

し

た

と

き

ま

で

の

料

金

を

寄

託

者

に

請

求

す

る

こ

と

が

で

き

る

。

た

だ

し

、

当

会

社

の

責

に

帰

す

べ

き

事

由

に

よ

り

滅

失

し

た

場

合

に

お

い

て

は

、

当

核

保

管

期

間

に

係

る

料

金

に

つ

い

て

は

．

こ

の

限

り

で

な

い

。

特

約

条

項

寛

三

十

四

条

当

会

社

の

受

寄

物

に

関

す

る

責

任

は

、

寄

託

者

か

ら

受

寄

物

の

引

渡

を

受

け

た

と

き

に

始

ま

り

、

受

寄

物

を

引

き

渡

し

た

と

き

に

終

る

。

2
当

会

社

は

、

受

寄

物

を

引

き

渡

し

た

後

は

、

当

孜

貨

物

が

当

会

社

構

内

に

残

存

す

る

場

合

で

あ

っ

て

も

、

そ

の

保

管

の

賣

任

は

負

わ

な

い

。

（

懇

償

事

由

及

び

拳

証

責

任

）

第

三

十

五

条

寄

託

者

に

対

し

て

当

会

社

が

賠

償

の

責

任

を

負

う

損

害

は

、

当

会

社

又

は

そ

の

使

用

人

の

故

意

又

は

重

大

な

過

失

に

よ

っ

て

生

じ

た

場

合

に

限

る

。

2
前

項

の

場

合

に

当

会

社

に

対

し

て

損

害

賠

償

を

請

求

し

よ

う

と

す

る

者

は

、

そ

の

損

害

が

当

会

社

又

は

そ

の

使

用

人

の

故

意

又

は

重

大

な

過

失

に

よ

っ

て

生

じ

た

も

の

で

あ

る

こ

と

を

証

明

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

再

書

託

物

の

貴

任

）

第

三

十

六

条

当

会

社

は

、

第

十

五

条

に

よ

り

他

の

倉

庫

業

者

に

受

寄

物

を

再

寄

託

し

た

と

き

に

お

い

て

も

．

こ

の

約

款

に

よ

っ

て

、

そ

の

受

寄

物

に

関

し

て

責

任

を

負

う

。

（

免

責

事

項

）

欝

三

十

七

条

次

の

損

害

に

つ

い

て

は

、

当

会

社

は

、

そ

の

責

任

を

負

わ

な

い

。

山

地

震

津

波

、

高

潮

、

大

水

、

暴

風

雨

、

気

候

の

変

遷

、

爆

癸

、

戦

争

、

事

変

、

暴

動

、

強

盗

、

労

働

争

磯

そ

害

、

虫

害

｀

貨

物

の

性

質

若

し

く

は

欠

か

ん

、

荷

造

の

不

完

全

、

徴

発

、

防

疫

そ

の

他

抗

拒

又

は

回

避

す

る

こ

と

の

で

き

な

い

災

厄

、

事

故

、

命

令

、

処

置

又

は

保

全

行

為

に

よ

っ

て

直

接

と

間

接

と

を

問

わ

ず

生

じ

た

損

害

図

第

三

十

一

条

の

規

定

に

よ

り

決

定

さ

れ

た

損

害

て

ん

補

額

を

こ

え

る

火

災

に

よ

る

損

害

及

び

寄

託

者

の

申

出

に

よ

っ

て

火

災

保

険

に

付

け

な

か

っ

た

受

寄

物

の

火

災

に

よ

る

損

害

⑧

寄

託

者

に

対

し

て

行

な

う

引

取

の

請

求

に

定

め

た

期

限

後

に

お

い

て

当

該

受

寄

物

に

つ

い

て

生

じ

た

損

害
（

餞

償

額

の

算

定

）

第

＿

―

-

十

八

条

受

寄

物

の

滅

失

又

は

損

傷

に

よ

る

損

害

に

対

す

る

当

会

社

の

賠

償

金

額

は

、

損

害

発

生

当

時

の

時

価

、

亮

生

の

時

期

が

不

明

で

あ

る

と

き

は

、

亮

券

当

時

の

時

価

に

よ

り

損

害

の

程

度

に

応

じ

て

算

定

す

る

．

た

だ

し

、

時

価

が

受

寄

物

の

火

災

保

険

金

額

又

は

寄

託

価

額

を

こ

え

る

場

合

は

、

そ

の

保

険

金

額

又

は

寄

託

価

額

に

よ

り

損

害

の

程

度

に

応

じ

て

算

定

す

る

。

（

損

害

受

害

物

に

襲

す

る

権

利

の

取

得

）

第

三

十

九

条

当

会

社

が

損

害

を

生

じ

た

受

寄

物

に

つ

い

て

そ

の

価

額

の

全

部

を

支

払

っ

た

と

き

は

、

当

会

社

は

、

寄

託

者

が

そ

の

受

寄

物

に

つ

い

て

有

す

る

一

切

の

権

利

を

取

得

す

る

。

（

引

渡

に

よ

る

責

任

の

消

葦

）

第

四

十

条

当

会

社

は

、

寄

託

者

が

留

保

し

な

い

で

寄

託

物

を

受

け

取

っ

た

後

は

、

そ

の

貨

物

の

損

害

に

つ

い

て

責

任

を

負

わ

な

い

。（

寄

託

者

の

賠

償

責

任

）

算

四

十

一

条

寄

託

者

は

、

第

8
条

第

3
項

の

場

合

当

会

社

に

与

え

た

損

害

又

は

寄

託

物

の

性

質

若

し

く

は

欠

か

ん

に

よ

り

生

じ

た

損

害

に

つ

い

て

は

、

過

失

の

有

燕

に

か

か

わ

ら

ず

、

賠

償

の

責

任

を

負

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

、

。

＇ （

引

取

遅

葺

に

よ

る

損

害

）

第

四

十

二

条

寄

託

者

が

第

十

一

条

第

2
項

に

よ

り

引

き

取

る

べ

き

貨

物

の

引

取

が

遅

れ

た

た

め

に

当

会

社

が

損

害

を

受

け

た

と

き

は

、

寄

託

者

は

、

そ

の

損

害

を

賠

償

し

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

（

違

約

金

）

第

四

十

三

条

当

会

社

が

寄

託

の

申

込

を

承

葬

し

た

後

に

寄

託

申

込

者

が

約

定

の

日

に

貨

物

を

引

き

渡

さ

な

か

っ

た

と

き

は

｀

寄

託

者

又

は

寄

託

申

込

者

は

、

そ

の

日

か

ら

引

渡

の

あ

っ

た

日

ま

で

又

は

契

約

の

解

除

の

日

ま

で

の

保

管

料

相

当

額

の

損

害

金

を

支

払

わ

な

け

れ

ば

な

ら

な

い

。

保
管
料
、
荷
役
料
、
手
数
料
等

九

五
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